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北海道

函館稜北高校

組織力向上

学校組織の活性化と
授業の本質的な改革で
「確かな学力」を育成

◎「創造・良識・健康」を校訓とし、
確かな学力を身に付け、自立的・積極
的に生きる人材の育成を目指す。２００６
年に北海道学力向上推進事業、０９年
に文部科学省「学力向上実践研究推
進事業」の推進校に選ばれ、「確かな
学力」の育成に向けた改革に取り組む。

国公立は、北海道大、小樽商科大、北
海道教育大、弘前大、東京大、金沢大、
はこだて未来大、青森県立保健大、都
留文科大などに４０人が合格。私立大は、
北海学園大、藤女子大、北星学園大、
北海道医療大、法政大、東京農業大、
東海大など延べ９２人が合格。

設立

形態

生徒数

1１年度入試合格実績（現浪計）

1983（昭和58）年

全日制／普通科／共学

１学年約200人

住所

電話

Web Site

〒041-0802　北海道函館市石川町181-8

0138-46-6235

61
指導変革の

成果実践背景

◎学校組織が硬直化
し、改革の機運が生
まれなかった。普通科
高校として特色を打ち
出せず、志願者数は
減少傾向へ

変革のステップ

◎ＫＪ法で課題を整
理、ユニット制の導
入で組織を柔軟化。
生徒の学力向上につ
ながる授業評価、互
見授業を行う

◎前年踏襲を是とし
ない前向きな学校組
織へと変革。生徒の
進学意欲も向上し、
２０１１年度入試は過
去最高の実績

http://www.hakodateryouhoku.
hokkaido-c.ed.jp/

　
北
海
道
函
館
稜
北
高
校
の
改
革
は
、
２
０
０
４
年
、

有
志
の
教
師
に
よ
っ
て
「
静
か
に
」
幕
を
開
け
た
。

　
当
時
の
同
校
に
は
課
題
が
山
積
し
て
い
た
。
進
路
指

導
一
つ
と
っ
て
も
、
模
試
は
希
望
者
の
み
を
対
象
と

し
、
分
析
も
行
わ
な
い
。
入
学
時
点
か
ら
生
徒
や
保
護

者
の
学
校
へ
の
期
待
は
低
く
、
目
標
に
向
け
て
学
力
を

高
め
よ
う
と
い
う
意
欲
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
保
護

者
は
、
生
活
指
導
さ
え
き
ち
ん
と
し
て
く
れ
れ
ば
よ
い

と
考
え
、
大
学
進
学
を
勧
め
た
教
師
に
対
し
て
、「
進

学
さ
せ
る
な
ら
他
の
高
校
に
行
か
せ
た
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
地
域
か
ら
は
「
特
色
の
な
い
普
通
科

高
校
」
と
評
価
さ
れ
、
志
願
者
数
は
減
少
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
た
が
、
校
内
に
改
革
の
機
運

は
な
か
っ
た
。
異
動
し
て
き
た
教
師
が
改
革
の
必
要
性

を
訴
え
て
も
取
り
組
み
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
学
年
会
議

で
出
さ
れ
た
個
人
の
意
見
や
企
画
は
全
体
の
場
で
議
論

さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
全
て
が
前
年
踏
襲
で
進
ん
だ
。

３
学
年
主
任
の
葛
西
隆
俊
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
本
校
は
創
立
29
年
目
の
若
い
学
校
で
す
。
創
立

間
も
な
く
赴
任
さ
れ
た
先
生
も
多
く
、
草
創
期
の
先

輩
教
師
の
苦
労
を
間
近
で
見
て
き
た
だ
け
に
、
学
校

を
変
え
て
は
い
け
な
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
改
革
に
着
手
し
よ
う
と
い
う
機
運
は
生
ま

れ
ま
せ
ん
で
し
た
」

前
年
踏
襲
を
重
ん
じ
る
風
土
が

学
校
の
停
滞
を
招
く
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こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
べ
く
、
有
志
の
教
師
が
立

ち
上
が
っ
た
の
が
、
04
年
の
こ
と
だ
。
課
題
意
識
を
持

っ
た
牧
野
篤
校
長
の
呼
び
掛
け
で
、
現
在W

isdom

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
長
を
務
め
る
福
士
公
一
朗
先
生
ら

６
人
の
教
師
で
「
未
来
構
想
委
員
会
」
が
発
足
し
た
。

　
委
員
会
が
ま
ず
着
手
し
た
の
は
、
山
積
し
た
課
題
の

整
理
だ
っ
た
。
名
刺
サ
イ
ズ
の
カ
ー
ド
を
課
題
を
感
じ

る
教
師
に
配
り
、
改
善
が
必
要
な
事
項
を
１
枚
の
カ
ー

ド
に
一
つ
ず
つ
書
い
て
も
ら
っ
た
。
そ
し
て
、
課
題
を

Ｋ
Ｊ
法
を
活
用
し
て
整
理
し
た
。

　
課
題
は
、「
古
い
掲
示
物
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
」
と
い
う
小
さ
な
こ
と
か
ら
、「
教
育
課
程
の
整
備
」

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
以
下
、総
合
学
習
）
の
充
実
」

「
分
掌
の
機
能
不
全
」
と
い
っ
た
学
校
経
営
に
直
接
か

か
わ
る
内
容
ま
で
幅
広
く
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
数
、
実

に
２
０
０
枚
。
そ
れ
ら
を
内
容
ご
と
に
分
け
、
改
善
が

比
較
的
容
易
そ
う
な
も
の
か
ら
、
Ａ
〜
Ｅ
の
５
段
階
に

分
類
し
た
。
そ
し
て
、
Ａ･

即
、
対
応
で
き
る
、
Ｂ･

今
年
度
中
、
Ｃ･

来
年
度
、
Ｄ･

長
期
、
Ｅ･

検
討
不

要
と
振
り
分
け
た
。

　「
課
題
の
重
要
度
で
は
な
く
難
易
度
で
分
類
し
た

の
は
、
重
要
度
の
高
い
課
題
は
改
善
に
時
間
が
掛
か

り
、
改
革
全
体
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
る
と
考
え
た

か
ら
で
す
。
ま
ず
は
出
来
る
こ
と
か
ら
実
践
し
て
、

改
善
の
手
応
え
を
多
く
の
先
生
に
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
し
た
」（
福
士
先
生
）

　
課
題
解
決
に
当
た
っ
て
は
、
基
本
的
に
委
員
会
か
ら

所
管
の
分
掌
に
依
頼
す
る
形
が
取
ら
れ
た
が
、
分
掌
長

の
考
え
に
よ
っ
て
対
応
は
分
か
れ
た
。「
そ
れ
は
課
題

で
は
な
い
」
と
一
蹴
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
委
員
会
で

Ａ
レ
ベ
ル
と
判
断
さ
れ
た
課
題
で
も
、
簡
単
に
は
解
決

で
き
な
か
っ
た
。
古
い
掲
示
物
を
は
が
す
だ
け
で
意
見

を
言
わ
れ
る
、
ゴ
ミ
箱
一
つ
移
動
さ
せ
る
の
に
も
人
脈

を
頼
っ
て
個
人
的
に
話
を
す
る
と
い
う
具
合
で
、
改
善

は
容
易
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。

　
既
存
の
分
掌
組
織
を
通
し
て
の
改
善
が
難
し
い
と
判

断
し
た
委
員
会
は
、「
ユ
ニ
ッ
ト
制
」
を
考
え
出
し
た
。

分
掌
や
学
年
に
か
か
わ
ら
ず
、
課
題
解
決
に
意
欲
的
な

教
師
を
集
め
た
少
人
数
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
編
成
し
、
ユ
ニ

ッ
ト
が
作
成
し
た
原
案
を
委
員
会
が
検
討
・
調
整
し
て

分
掌
や
学
校
全
体
に
提
案
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　
ユ
ニ
ッ
ト
制
の
特
徴
の
一
つ
は
、
必
要
に
応
じ
て
編

成
し
、
役
割
が
終
わ
っ
た
ら
解
散
す
る
柔
軟
な
組
織
だ

と
い
う
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
学
校
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
す
る
場
合
、通
常
は
総
務
部
が
担
当
す
る
が
、

部
内
に
適
し
た
人
材
が
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
し

た
時
に
ユ
ニ
ッ
ト
を
編
成
。
美
術
の
教
師
に
デ
ザ
イ
ン

を
、
教
務
の
担
当
者
に
学
校
の
授
業
方
針
の
解
説
な
ど

を
担
当
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
総
務
部
で
統
括
。
そ
し

て
、学
校
案
内
が
完
成
す
れ
ば
ユ
ニ
ッ
ト
は
解
散
す
る
。

こ
れ
以
外
に
も
総
合
学
習
、
高
校
受
験
で
の
推
薦
入
試

の
導
入
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
し
て
ユ
ニ
ッ
ト
が
編
成
さ
れ
た
。

　
総
合
学
習
へ
の
テ
コ
入
れ
の
よ
う
に
大
規
模
な
改
革

が
必
要
と
さ
れ
、
ま
た
取
り
組
み
の
継
続
性
が
重
視
さ

れ
る
場
合
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
を
委
員
会
に
昇
格
さ
せ
る
。

北
海
道
函
館
稜
北
高
校

中
森
賢
司

　 N
ak

am
o

ri T
ad

ash
i

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
進
路
指
導

部
長
。「
結
果
は
困
難
を
乗
り
越
え
て
や
っ
て
く
る
」

北
海
道
函
館
稜
北
高
校

葛
西
隆
俊

　 K
asai T

ak
ato

sh
i

教
職
歴
26
年
。同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。３
学
年
主
任
。

「
規
律
あ
る
生
活
が
進
路
実
現
の
基
本
と
な
る
」

北
海
道
函
館
稜
北
高
校

石
黒
勝

　 Ish
ig

u
ro

 M
asaru

教
職
歴
25
年
。同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。１
学
年
主
任
。

「
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
真
剣
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
」

北
海
道
函
館
稜
北
高
校

福
士
公
一
朗

　 F
u

k
u

sh
i K

o
ich

iro

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。W

isdom

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
長
。「
常
に
『
シ
ス
テ
ム
思
考
』
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

課
題
を
洗
い
出
し

Ｋ
Ｊ
法
で
難
易
度
順
に
分
類

適
材
適
所
の
組
織
運
営
を

実
現
す
る
「
ユ
ニ
ッ
ト
制
」

北
海
道
函
館
稜
北
高
校

岡
田
敏
嗣

　 O
k

ad
a T

o
sh

itsu
g

u

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
教
務
部
長
。

「
モ
ッ
ト
ー
は
『
臨
機
応
変
』」
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北海道　函館稜北高校北海指導変革の

か
つ
て
の
総
合
学
習
は
、
ま
と
ま
り
な
く
レ
ポ
ー
ト
を

作
成
さ
せ
る
な
ど
、
取
り
組
み
を
体
系
立
て
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
他
校
で
先
進
的
な
総
合
学
習
を

推
進
し
て
き
た
教
師
を
軸
に
、
各
学
年
か
ら
２
人
、
計

６
人
の
総
合
学
習
ユ
ニ
ッ
ト
を
編
成
。
大
学
情
報
の
収

集
↓
小
論
文
作
成
↓
課
題
研
究
と
い
う
、
進
路
学
習
を

軸
と
す
る
総
合
学
習
の
新
た
な
骨
格
を
つ
く
っ
た
。
現

在
も
同
様
の
体
制
で
、
常
設
の
総
合
学
習
委
員
会
が
企

画
・
運
営
を
担
っ
て
い
る
。

　
改
革
の
成
果
は
徐
々
に
表
れ
て
き
た
。
学
校
生
活
に

対
す
る
生
徒
の
満
足
度
は
上
が
り
、
体
系
立
っ
た
進
路

指
導
や
総
合
学
習
な
ど
に
よ
り
、
生
徒
が
発
表
す
る
内

容
は
格
段
に
レ
ベ
ル
が
上
っ
た
。
生
徒
の
大
学
進
学
意

欲
は
高
ま
り
、
06
年
に
は
国
公
立
大
合
格
者
が
前
年
度

の
２
倍
を
超
え
る
26
人
に
急
増
し
た
。

　
改
革
の
成
果
が
出
る
に
つ
れ
、
教
師
の
意
識
に
変
化

が
起
き
た
。
改
革
に
反
対
す
る
声
は
少
な
く
な
り
、
会

議
で
は
建
設
的
な
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

１
学
年
主
任
の
石
黒
勝
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
改
革
の
成
果
を
肌
で
実
感
す
る
こ
と
で
、
取
り

組
み
に
協
力
的
な
先
生
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
教

師
集
団
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
結

果
を
示
す
こ
と
。
少
人
数
の
努
力
で
あ
っ
て
も
結
果

が
き
ち
ん
と
示
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
意
志
統
一
が

十
分
に
取
れ
て
い
な
か
っ
た
先
生
方
の
意
欲
も
高
ま

り
、
組
織
全
体
が
一
つ
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
」

　
学
校
が
一
つ
に
ま
と
ま
り
か
け
た
時
、
更
な
る
飛
躍

の
機
会
が
訪
れ
た
。
06
年
度
か
ら
３
年
間
、
北
海
道
の

「
学
力
向
上
推
進
事
業
」
に
お
い
て
「
確
か
な
学
力
の

向
上
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
す
る
「A
cadem

y

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
推
進
校
に
選
ば
れ
た
の
だ
。

　
こ
こ
に
、
同
校
の
新
た
な
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず

行
っ
た
の
は
「
確
か
な
学
力
」
の
明
確
化
で
あ
る
。「
確

か
な
学
力
」
と
は
教
科
学
力
だ
け
で
な
く
、
思
考
力
や

問
題
解
決
能
力
、
表
現
力
な
ど
を
含
む
「
総
合
力
」
で

あ
る
と
定
義
し
、
そ
の
上
で
、
総
合
学
習
の
更
な
る
改

善
、
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
、
授
業
研
究
体
制
の
見
直
し
な

ど
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
は
、
授
業
力
の
向
上
だ
。
取
り

組
み
の
中
心
と
な
る
の
は
、生
徒
に
よ
る
授
業
評
価
だ
。

　「
授
業
評
価
と
い
う
と
、
教
師
の
話
す
速
さ
は
適

切
か
、
教
師
の
熱
意
を
感
じ
る
か
と
い
っ
た
印
象
レ

ベ
ル
の
評
価
項
目
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
私
は

以
前
か
ら
こ
う
い
う
方
法
に
懐
疑
的
で
し
た
。
生
徒

の
評
価
が
高
い
授
業
が
必
ず
し
も
学
力
向
上
に
結
び

付
い
て
い
る
の
か
。
先
進
校
の
先
生
方
に
聞
い
て
も

確
答
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
単
な
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
と

ど
ま
ら
な
い
、
授
業
改
善
に
つ
な
が
り
、
生
徒
の
学

力
も
引
き
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
本
質
的
な
授
業
評

価
の
構
築
を
目
指
し
ま
し
た
」（
福
士
先
生
）

　
そ
こ
で
、「
授
業
評
価
ユ
ニ
ッ
ト
」
を
編
成
し
、
新

た
な
仕
組
み
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
生
ま
れ
た
の
が

「
目
標
管
理
手
法
」
に
よ
る
授
業
評
価
・
改
善
シ
ス
テ

ム
だ
。
こ
れ
は
、
生
徒
自
身
が
授
業
内
容
を
ど
れ
だ
け

理
解
で
き
た
か
、
授
業
目
標
に
到
達
で
き
た
か
と
い
う

点
に
的
を
絞
っ
て
授
業
評
価
を
行
う
仕
組
み
で
あ
る
。

　
単
元
の
中
で
ど
こ
が
分
か
っ
た
の
か
、
分
か
ら
な
か

っ
た
の
か
。
分
か
ら
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
、
分
か
っ

た
と
し
た
ら
そ
の
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
か
、
な
ど

の
観
点
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
項
目
を
立
て
た
。
声
の

大
き
さ
や
授
業
の
速
さ
な
ど
の
質
問
は
、
各
教
師
が
必

要
に
応
じ
て
任
意
に
設
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

（
図
）。
あ
く
ま
で
そ
の
授
業
で
力
が
付
い
た
か
ど
う
か

を
知
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
こ
の
授
業
評
価
手
法
な
ら
ば
、
シ
ラ
バ
ス･

授
業
の

改
善
に
直
接
的
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
。

生
徒
の
理
解
度
が
悪
か
っ
た
ら
、
講
義
よ
り
も
先
に
実

験
を
入
れ
よ
う
、
視
覚
に
訴
え
る
教
材
を
使
っ
た
ら
ど

う
か
、
と
い
っ
た
改
善
に
つ
な
げ
ら
れ
る
の
だ
。

　
授
業
評
価
は
授
業
研
究
の
一
環
で
あ
る
た
め
、
全
て

の
教
科
で
年
に
１
回
は
必
ず
実
施
す
る
。
各
教
科
の
代

表
者
に
は
、
授
業
評
価
シ
ー
ト
の
結
果
と
共
に
、
そ
れ

に
よ
っ
て
シ
ラ
バ
ス
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
た
の
か
と

い
う
結
果
も
合
わ
せ
て
報
告
し
て
も
ら
い
、
教
師
一
人

ひ
と
り
の
授
業
改
善
の
道
筋
を
学
校
全
体
で
把
握
し
て

い
る
。

改
革
の
成
果
を
実
感
す
る
こ
と
が

教
師
の
意
欲
を
高
め
る

生
徒
の
理
解
度
を
重
視
し
た

授
業
評
価
を
導
入
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　「
確
か
な
学
力
」
育
成
の
た
め
に
公
開
授
業
の
テ
コ

入
れ
も
図
っ
た
。
同
校
は
改
革
前
か
ら
授
業
公
開
週
間

を
設
け
て
い
た
が
、
実
際
に
授
業
を
見
合
う
教
師
は
ま

れ
で
、
形
骸
化
し
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
08
年
度
か
ら
は
、
教
科
ご
と
に
毎
年
１
〜

２
人
の
教
師
が
代
表
と
な
っ
て
互
見
授
業
を
行
う
体
制

を
徹
底
し
た
。
そ
し
て
、
参
観
者
が
よ
り
建
設
的
な
意

見
を
述
べ
ら
れ
る
よ
う
、
参
観
は
１
時
間
の
授
業
だ
け

で
は
な
く
単
元
ご
と
に
複
数
回
行
う
こ
と
に
し
た
。

　
授
業
者
と
参
観
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

「
授
業
評
価
シ
ー
ト
」
で
行
う
。
授
業
者
は
本
時
の
狙

い
や
評
価
し
て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト
を
明
記
。
授
業
後
、

参
観
者
は
評
価
し
て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
コ
メ

ン
ト
し
、
そ
の
他
、
指
導
内
容
や
指
導
法
、
教
材
な
ど

へ
の
意
見
や
疑
問
を
書
い
て
提
出
す
る
。
授
業
者
は
参

観
者
か
ら
の
評
価
や
意
見
を
読
み
、
回
答
を
記
入
し
て

参
観
者
に
返
却
す
る
。

　
現
在
は
教
科
を
超
え
て
互

見
授
業
を
行
い
、
他
教
科
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
る
教
科
が
増
え
て
い
る

と
い
う
。
教
務
部
長
の
岡
田

敏
嗣
先
生
は
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。

　「
以
前
は
、
授
業
内
容
の

精
選
や
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
、

講
習
内
容
な
ど
を
改
善
す
る

方
策
を
一
人
で
考
え
あ
ぐ
ね

て
い
ま
し
た
。
隣
の
教
室
で

は
ど
の
よ
う
な
授
業
が
行
わ

れ
て
い
る
の
か
気
に
な
る
け

れ
ど
も
行
動
に
は
出
ら
れ
な

い
。
他
教
科
の
優
れ
た
取
り

組
み
を
見
聞
き
す
る
機
会
が

増
え
、
刺
激
が
生
ま
れ
る
と

同
時
に
、
教
師
間
の
風
通
し
も
良
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
ま
す
」

　
改
革
か
ら
７
年
が
過
ぎ
、
前
年
踏
襲
を
是
と
し
な
い

意
識
が
教
師
間
に
定
着
し
た
。
生
徒
も
教
師
の
熱
意
を

受
け
止
め
、
よ
り
高
い
進
路
志
望
を
目
指
す
よ
う
に
な

っ
た
。
東
京
大
を
含
む
40
人
と
い
う
過
去
最
高
の
国
公

立
大
合
格
者
数
を
出
し
た
11
年
度
入
試
は
、
改
革
の
一

つ
の
到
達
点
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
09
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
「
学
力
向
上
実
践
研
究
推

進
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
現
在
「W

isdom

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
し
て
「
確
か
な
学
力
」
の
育
成
事
業
は
継

続
中
だ
。
今
後
の
課
題
は
、
教
師
が
異
動
し
て
も
、
取

り
組
み
の
内
容
や
精
神
を
風
化
さ
せ
ず
受
け
継
い
で
い

け
る
組
織
を
つ
く
る
こ
と
だ
。
進
路
指
導
部
長
の
中
森

賢
司
先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
本
校
の
改
革
は
自
発
的
な
変
革
に
始
ま
り
、
数

年
間
で
学
校
全
体
へ
広
が
り
ま
し
た
。
教
師
の
一
つ

ひ
と
つ
の
授
業
改
善
に
よ
り
、
生
徒
の
理
解
度
も

高
ま
り
ま
し
た
。
学
校
が
大
き
く
変
わ
る
歴
史
的
瞬

間
に
立
ち
会
う
こ
と
が
出
来
た
の
は
貴
重
な
経
験
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
常
に
挑
戦
者
と
い
う
意
識
を
持

ち
、
過
去
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
い
う
視
点
だ
け
で

な
く
、
将
来
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
視
点
か
ら
挑
み

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
」

図 生徒による授業評価シート（生物）

大半の教師が率先して導入。評価項目の設定や実施するタイミングは教師に委ねられている。
教師が課題や不安がある単元の理解度を測ることが出来、テストと併せて用いることで自身の
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授
業
者
と
参
観
者
の

対
話
を
重
視
し
た
互
見
授
業

改
革
の
精
神
を
風
化
さ
せ
ず

次
代
へ
つ
な
ぐ
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